
 

グアテマラだより     202５．8月 10号      菅原 美和子（JICA海外協力隊） 

グアテマラの小学校教育隊員は３名で算数分科会を作って活動してきた。まず、それぞれの任地で研修会を開くことを

計画し、５月上旬、私の任地であるアルホナ小学校での研修、車で 15 分のグアスタトーヤにあるサン カルロス大学分

校の算数指導模擬授業を見学。下旬にはキチェ県キチェ市の教育委員会主催の研修会を行い、８月にアルタ ベラパス

県のコバン市で県の教育省主催で研修会を行った。５日（火）に県内の６年生担任３０名の研修に私たちも参加し、次

週の１２日（火）にその研修を県内５００名の教師に広めるという大きなものであった。      

８月５日（火）日本で研修を受けたグアテマラ人教師２人のプレゼンではグアテマティカを使った授業の進め方を紹介し

たり、私たちは問題解決学習の進め方や子どもたちが楽しめる活動、具体物の使用などを紹介し、約５時間の研修に参

加者はとても真剣に取り組んでいた。次週１２日の研修会はコバンの JICAボランティア飯田さんが奮闘された。 

 

 

 

 

 

８月９日（土）８月１６日（土）、１７日（日）・・・サンカルロス大学で日本語を教えているマイノール先生を先輩隊員から紹

介してもらい、土日のオンライン授業に１５分程度参加し日本文化紹介を続けてきた。その関連で２３日のオープンハウス

（年２回、受講者募集のための学校公開）に３人の JICAボランティアと日本語ブースに参加させてもらった。 

 

 

 
オンライン授業で・・・ 

歌や日本食紹介で日本語学習 

の興味が深まってほしいと願う！  サンカルロス大学のオープンハウス・・・習字で名前を書く活動にたくさんの人が集まった。        
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学校では一人一人が活躍できるようグループ活動でリーダーを交代制にしたり、日にちで日直のように活動させたりして少

しずつ私のやり方が理解されてきたように思う。８月は日本では平和を願う月と説明し、高学年に鶴の折り方を教えた。先生

方も興味をもって作ってくれた。最近、日本の百均のような店で折り紙を売っているので算数の学習にも活用したい。 

８月２８日（木）２９日（金） JICA 事務所にお願いしていた首都の小学校算数授業見学が実現し、算数分科会で３校（男子

校１校。同じ校舎を使っているが午前と午後で別の学校、午前３，４年、午後５，６年）にお邪魔した。低学年ではそれぞれ具体

物を使い、板書も丁寧でわかりやすく、グアテマティカ（グアテマラの国定教科書）をきちんと使って授業をしていることがわか

った。日本の研究授業を思い出した。指導案がないのが残念だったが・・・地方でもこのような学校が増えてほしい。そのため

には教員養成大学に JICAボランティアを派遣するのが一番だと思う。 

 

 

 

 

           お礼に？私たちも 
                      日本紹介と折り紙 

 

 

 

 

今月はほかの地域でたくさん学ばせてもらった。  グアテマラでも授業改善のために学校で研究授業ができるようになってほしい。 


